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●はじめに

本プロジェクトは，２００６年度より国立情報学研究所次世代学術コンテンツ基盤構築事業（CSI）
の枠内で継続的に行ってきた，機関リポジトリのアウトプット評価のための基盤構築に係る活動
を引き継ぐものである。

・「機関リポジトリの評価システム」（２００６－２００７年度）
代表機関：千葉大学，分担機関：三重大学

・「機関リポジトリ評価のための基盤構築」（２００８－２００９年度）
代表機関：千葉大学，連携機関：東北大学，金沢大学，北海道大学，大阪大学

・「機関リポジトリアウトプット評価の標準化と高度化」（２０１０－２０１２年度）
代表機関：千葉大学，連携機関：東北大学，筑波大学
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図１－２ ROAT（分析結果表示画面）

１． 本プロジェクトについて

機関リポジトリの評価については，構築初
期はコンテンツ数といったインプットの指標
がその発展状況を示す役割をするが，設置機
関数が増え運用期間が長くなるにつれ，どれ
くらい使われているかといったアウトプット
に係る指標が関心を引くようになる。アクセ
ス数の算出に利用できるアクセスログ分析
ツールは複数存在するが，同じログファイル
を使用して比較すると結果が異なることがわ
かる。したがって，共通のツール，共通の方
法論で分析を行わずして利用統計の比較を行

うことは無意味である。
本プロジェクトではこのような状況を見越

して，一定のルールに基づいてアクセスログ
を処理することで，機関リポジトリ間で相互
比較できるアクセス統計を得ることができる
基盤整備を目指してきた。

ここでは，CSI 事業第２期までの活動を紹
介する。

プロジェクトの成果のひとつが，２００８年度
に試験的に提供をはじめた ROAT（Reposi-
tory Output Assessment Tool：機関リポジ
トリアウトプット評価ツール，図１－１）である。

図１－１ ROAT（メニュー画面）
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図１－３ ROATのコンセプト

図１－４ アクセスログからのデータ抽出処理

ROAT によるアクセスログ処理手順は， 図１－３に示すとおりである。

ROAT のアクセスログ処理の大きな特徴
としては，３つ挙げることができる。

ひとつはアクセスログからのデータ抽出に
ついて，電子ジャーナルやデータベースのア
クセス統計のための標準である COUNTER
（Counting Online Usage of NeTworked
Electronic Resources）Code of Practice に
準拠していることである。COUNTER の考
え方を採用することで，図書館が提供する電
子ジャーナルなど他の電子情報資源へのアク
セス数と比較して評価できる枠組みに，機関
リポジトリを位置づけることが可能となる。
このデータ抽出を模式化すると，図１－４のよ
うに表すことができる。

ふたつめはロボットデータベースの共同維

持・管理である。利用機関のアクセスログ
データからロボットによるものと判断される
アクセスをフィルタリングの対象としてい
る。第２期のプロジェクトの調査により，機
関リポジトリごとに出現するロボットの種類
や頻度，アクセスログ全体に占める割合は大
きく異なることが確認されている。ロボット
アクセスをフィルタリングする際，機関ごと
にブラックリストを作成して対象となるアク
セスを排除したり，一部の機関リポジトリの
アクセスログから作成したブラックリストを
全機関に用いるといった運用は適さない。た
だし，比較可能なアクセス統計とするため
に，全機関が同じブラックリストを用いるこ
とは必要であることは言うまでもない。

最後に分析結果の表示である。ROAT で
は，JAIRO（JApanese Institutional Reposito-
ries Online）に集積されたメタデータの本文
フルテキスト URL と，処理後のアクセスロ
グをマッチングさせて，コンテンツのメタ
データと共に分析結果を表示している。アク
セスログ分析ツールを使用した場合（機関リ
ポジトリシステム自体による分析を除く），
分析結果は URL 等どのコンテンツのもので
あるかを一目で判断しにくい形式で出力され
るが，ROAT ではコンテンツのタイトルや
著者名といった情報を含めて表示することが
できる。
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ROAT は試験公開という形ではあるもの
の，国内の機関リポジトリを運用する機関が
登録をすれば自由に利用できるよう提供して
きた。

また，本プロジェクトでは相互比較可能な
アクセス統計に関する考え方をコミュニティ
で共有することを重視し，２０１０年２月に「機
関リポジトリアウトプット評価のためのガイ
ドライン」を作成・公開し，２０１２年２月には
その後の周辺状況変化などを踏まえてこれを
改訂している。さらに，２００８年１月大阪，２００９
年２月台北の国際会議での発表，２０１０年１－２
月のドイツ・フランスのプロジェクトチーム
訪問などを通じて，国外の関連機関との情報
共有や意見交換も行ってきた。

こうした活動に続く，CSI 第３期の「機関
リポジトリアウトプット評価の標準化と高度
化」の活動について報告する。

２． 実施内容

２０１０年度
１． 従来の統計処理の妥当性の検証

ROAT は IP アドレスをもとに統計を処理
しているが，Cookie を用いることで，より
精緻な処理ができないかの検証を行った。ま
た，ROAT は重複アクセスとして処理する
基準を COUNTER 実務指針に準拠している
が，COUNTER の基準の妥当性について検
討した。検証はいずれも千葉大学学術成果リ
ポジトリ（CURATOR）の利用統計を使用
して行っている。この検証の結果について
は，２０１１年１月１１日のセミナー（２－１．会議お
よびセミナー開催を参照）で報告された。

２． 国際連携の実施
２－１．会議およびセミナー開催

２００９年度に，ドイツのザールラント大学
の研究グループならびにフランスのリール

第３大学の研究グループをそれぞれ訪問し，
機関リポジトリアクセスのカウント方法の
標準化に関する取り組みについて情報共有
と意見交換を行った。その後も継続的に情
報交換を行っていたが，国内の機関リポジ
トリ関係者と広くディスカッションを行う
ため，両プロジェクトから関係者を招いて
『海外の機関リポジトリアクセスのカウン
ト方法の標準化に関する活動状況を国内の
関係者と共有するためのセミナー（Inter-
national Seminar on Standardization of IR
Usage Statistics：機関リポジトリのアク
セス数をいかに数えるか？～カウント方式
の標準化に関する国際会議～）』（図２－１）
を１月１１日に国立情報学研究所で開催し，
２３名の参加を得た。なお，このセミナーの
参加者による報告は，月刊 DRF２０１１．１月
号（No．１２）に掲載されている（図２－２）。

また，セミナーの開催に合わせて両プロ
ジェクトと ROAT 関係者との会議（Meet-
ing for Standardization of Usage Statistics
of IR：機関リポジトリ統計の標準化に関
する会議）も開催し（１月１０－１１日），各プ
ロジェクトおよび周辺状況についての情報
交換と今後の連携について検討を行った。

２－２．カンファレンス等への参加とプロ
ジェクトの広報

１）ASA（Association of Subscription
Agents and Intermediaries）Annual
Conference２０１１（２月２１日～２２日）

２）Counting Individual Article Usage : A
Seminar Covering the PIRUS２ Project
Outcomes, Recommendations and the
Next Steps（２月２３日）

３）英国における機関リポジトリ統計にお
ける実態調査（２月２４日）

これらへの参加により，カウント方法の
標準化に大きな影響力があると考えられる
COUNTER の動向をはじめ，数々の情報
を得た。また，機関リポジトリの統計につ
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いて，意見交換を行った。
なお，PIRUS２の最終成果報告書および

２）のセミナープログラム等については，
web ページで公開されている。

図２－１ セミナーのプログラム
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３． 広報
１）DRF 技術ワークショップ「DRFtech-Ku-

mamoto」で事例報告（活動紹介）

２０１１年度
１． 国立情報学研究所のサーバへの ROAT

の移行
本プロジェクトの前身である「機関リポジ

トリ評価のための基盤構築」で構築した
ROAT を，より公的なサービスとして運営
するために，国立情報学研究所が運営するク
ラウド・サーバに移行することについて，国
立情報学研究所と協議を重ね，同サーバに
ROAT を構築した。

機関リポジトリを設置するいくつかの機関
においては，機関リポジトリに登録されたコ
ンテンツに対するアクセス数を集計し，その
数値を機関内の研究者に周知することによ
り，コンテンツ登録の促進に利用するなどと
いったことが行われている。このように，集
計された数値が個々の機関内でのみで使用さ
れる場合には，各機関で独自の集計方法を用
いることに問題はない。しかし，構築された

機関リポジトリの数が増え，各機関リポジト
リのアクセス数が比較されるようになるにつ
れ，現状では必ずしも集計方法が統一されて
いないことが課題となってきた。適正に機関
リポジトリのアクセス数を比較するには，ア
クセス数の集計方法の統一が必要である。こ
のような状況を踏まえ，国立情報学研究所が
運営するサーバでの ROAT の再構築と，
２０１２年度からの運用を計画した。

これまで ROAT は本プロジェクトの実証
実験のためのシステムとして認識されていた
傾向があるが，この移行により，より公的な
サービスとしての性格が高められることを企
図したものである。

２． 「アウトプット評価のための機関リポジ
トリガイドライン」の改訂

本プロジェクトの前身である「機関リポジ
トリ評価のための基盤構築」は，機関リポジ
トリのアクセス数の集計を正当に評価するた
めの指針として，２０１０年２月に「アウトプッ
ト評価のための機関リポジトリガイドライ
ン」を作成した。ガイドラインには ROAT

図２－２ 月刊DRF２０１１．１月号（No．１２）
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を用いずに同様のアクセス数の集計を行う場
合に考慮すべき点をまとめている。初版作成
後の周辺状況変化などを踏まえて，第２版を
作成し２０１２年２月に公開した。

２０１２年度
１． ROAT プロジェクト最終報告書作成と，

ROAT の提供終了
前年度に移行を計画して国立情報学研究所

のサーバ上に ROAT を構築したが，国立情
報学研究所との再度の協議の結果，ROAT
の利用状況や今後の運用体制見込みをふまえ
て，ROAT の移行を中止することとした。

ROAT プロジェクトの成果の活用として
は，JAIRO Cloud においてガイドラインに
基づく統計機能を実現することを国立情報学
研究所が検討すること，全体を総括する報告
書を作成し英訳版と共に公開して情報提供を
行うこととした。

また，本プロジェクトが千葉大学にサーバ
を置いて運用していた ROAT について
は，２０１３年４月末をもって提供を終了するこ
ととなった。提供終了については，２０１２年１１
月２０日に利用機関に通知し，その後，複数の
機関から寄せられた今後のアクセスログ処理
に関する相談に対応した。

２． ROAT プロジェクト最終報告書の作成
２００６年度より行ってきたプロジェクトを総

括し，国外に向けても広く情報提供するた
め，日本語と英語による最終報告書を作成し
た。最終報告書は ROAT プロジェクトの
web ページで公開する。（２０１３年３月１８日時
点ではまだ最終校正中のため未公開）

３． 広報
１）月刊 DRF２０１２年８月号（No．３１）におい

て，「ROAT：統一基準での機関リポジ
トリ評価を目指して」掲載（図２－３）

２）DRF９（第９回デジタルリポジトリ連合ワー
クショップ）技術ワーキンググループポ

スターセッションで ROAT のポスター
を掲示。（図２－４）

３． 成果・波及効果

２０１０年度
ROAT 登録機関数：３１機関

（２０１１年２月２８日時点）

１． 従来の統計処理の妥当性の検証
ROAT は IP アドレスをもとに統計を処理

しているが，Cookie を用いることで，より
精緻な処理ができるのではないかと考え，そ
の検証を行った。また，ROAT は重複アク
セス等をフィルタリング処理する基準を
COUNTER 実務指針に準拠しているが，そ
の COUNTER の基準の妥当性について機関
リポジトリのアクセスログを用いて検討し
た。検証はいずれも千葉大学学術成果リポジ
トリ（CURATOR）の利用統計を使用して
行った。

Cookie を設定して収集したアクセスログ
を分析したところ，ひとつの IP アドレスで
複数の Cookie を利用する場合や，逆に複数
の IP アドレスでひとつの Cookie を利用する
場合があることが確認された。前者は大学等
機関でプロキシサーバーを設置している場合
など，後者はプロバイダー経由で随時 IP ア
ドレスを付与されている場合などが想定され
る。いずれの場合においても個別の確認が必
要となるため，精緻なアクセス数処理を行う
ことの難しさが確認された。

また重複アクセスをフィルタリングする設
定秒数を変化させて，それぞれで除去される
アクセスの割合を確認したところ，はじめの
１０秒で全体の６７～８３％の除去が行われ，それ
以降はなだらかな増加となることが確認され
た。COUNTER 実務指針では重複アクセス
として処理する基準を３０秒（PDF ファイル
の場合）としているが，この数値について見
直しの必要があると考えられる。こうした指
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図２－３ 月刊 DRF２０１２．８月号（No．３１）
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図２－４ DRF９ポスターセッションのポスター
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針については，インターネット接続環境の進
展や多様な利用形態といった状況の変化があ
ることから，継続的な観察に基づく見直しと
対応が必要である。

この検証結果については，２０１１年１月１１日
に開催した「International Seminar on Stan-
dardization of IR Usage Statistics」で，佐藤
義則氏から報告された。

２． 国際連携の実施
・International Seminar on Standardization

of IR Usage Statistics（２０１１年１月１１日）
本プロジェクトでは，国外の同様のプロ

ジェクトとの情報交換を行い国内コミュニ
ティに報告を行ってきたが，本プロジェクト
関係者以外にも直接に意見交換をする場をつ
くるため，ドイツ，フランスの研究グループ
から関係者を招いてセミナーを開催した。

１７機関から２３人の参加者を得て開催し，そ
れぞれの研究グループからの報告と意見交換
が行われた。
・Meeting for Standardization of Usage Sta-

tistics of IR（２０１１年１月１０－１１日）
情報交換を続けてきたドイツのザールラン

ト大学の研究グループならびにフランスの
リール第３大学の研究グループとの連携強化
のため，両プロジェクトから招いた関係者と
ROAT プロジェクトの関係者で会議を行っ
た。会議では，COUNTER 準拠について，
ロボットリストについて，今後の協力体制に
ついての意見交換が行われた。会議の概要は
以下のとおり。

［COUNTER］他の電子リソースと同様
に評価するためには COUNTER に準
拠することが重要である一方，まだ論
文レベルでの統計に対応できていない
こと（当時）が指摘された。

［ロボットリスト］ドイツ，フランス，オ
ランダの機関リポジトリアクセス統計
関連プロジェクトだけでなく，マック
スプランク研究所や LogEc でもロ

ボットリストを持ち，メンテナンスし
ていること，またロボットの見分けに
関してユーザーエージェントと IP ア
ドレス両方を使うことが紹介された。

［今後の協力体制について］ロボットリス
トについての情報交換，機関リポジト
リの統計に関する用語統一の検討，
PIRUS のミーティングで日本からも
提案を行うことについて検討を行っ
た。

２０１１年度
ROAT 登録機関数：３１機関

（２０１２年２月２９日時点）

１． 国立情報学研究所のサーバへの ROAT
の移行

文部科学省が毎年実施する「学術情報基盤
実態調査」では２００８年度から機関リポジトリ
に関する調査が行われるようになったこと，
また，朝日新聞出版が刊行する「大学ランキ
ング」においても２０１０年度版から機関リポジ
トリに関する指標が含まれるようになった。
いずれも登録コンテンツ数だけでなく，コン
テンツへのアクセス数も項目としてあげられ
ており，どれくらい使われるのかといったア
ウトプットに係る指標が関心を引くものであ
ることが認められる。それと同時に各大学が
公表している機関リポジトリへのアクセス数
に関して，数値の妥当性についての関心が大
きくなることが予想された。

これまで本プロジェクトではアクセスログ
を共通のルールで処理する環境である
ROAT を試験的に提供してきたが，ROAT
をより公的な位置づけとしてアウトプット評
価への関心を促進するため，千葉大学から国
立情報学研究所にサーバを移行することとし
て，国立情報学研究所のサーバに ROAT と
同一のシステムを構築した。諸般の事情によ
り，受託期間終盤の構築完了となったた
め，２０１１年度の促進活動は不十分なものと
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なったが，２０１２年度の促進活動の条件が整備
された。

２． 「アウトプット評価のための機関リポジ
トリガイドライン」の改訂

本プロジェクトでは，ROAT により同一
環境でアクセス数の算出をすることだけでな
く，相互比較可能なアクセス統計に関する考
え方をコミュニティで共有することを重視し
ている。そこで，２００９年度に作成した「アウ
トプット評価のための機関リポジトリガイド
ライン」について内容の更新とより平易な表
現に改めるなどの改訂を行い，プロジェクト
の web ページ上で公開した。

２０１２年度
ROAT 登録機関数：３３機関

（２０１３年２月２８日時点）

１． ROAT プロジェクト最終報告書作成と，
ROAT の提供終了

前年度に移行を計画して国立情報学研究所
のサーバ上に ROAT を構築していたが，国
立情報学研究所との再度の協議の結果，
ROAT の利用状況や今後の運用体制見込み
をふまえて，ROAT の国立情報学研究所へ
の移行を中止することとなった。国立情報学
研究所が利用機関に対して行ったアンケート
によると，標準化の必要性は認識されている
ものの，各機関が行うアクセス数の算出につ
いては既存の統計機能で代替可能という声も
あり，現状の利用機関数からも国内の機関リ
ポジトリのコミュニティ全体としての
ROAT 継続への要望は必ずしも高くないと
考えられた。

これまでの本プロジェクト成果の活用とし
ては，JAIRO Cloud においてガイドライン
に基づく統計機能を実現することを国立情報
学研究所が検討すること，全体を総括する報
告書を作成し英訳版と共に公開して国内外に
情報提供を行うこととした。

また，本プロジェクトが千葉大学にサーバ
を置いて運用していた ROAT について
は，２０１３年４月末をもって提供を終了するこ
ととなった。提供終了については，２０１２年１１
月２０日に利用機関に通知した。その後，複数
の機関から寄せられた今後のアクセスログ処
理に関する相談に対応を行った。

２． ROAT プロジェクト最終報告書の作成
２００６年度より行ってきたプロジェクトを総

括し，国外に向けても広く情報提供するた
め，最終報告書を作成した。報告書ではこれ
まで調査した国外でのアウトプット評価に関
する取り組み（Interoperable Repository Sta-
tistics（IRS），Metrics from Scholarly Usage
of Resources（MESUR），Publisher and In-
stitutional Repository Usage Statistics
（PIRUS,PIRUS２），Open-Access-Statistik
（OA-Statistics））の紹介，ROAT プロジェ
クトのアウトプット評価へのアプローチ（ア
クセスログ処理方法），ROAT プロジェクト
で行ったアクセスログの分析結果と考察を記
している。

最終報告書は ROAT プロジェクトの web
ページで公開する。（２０１３年３月１８日時点では
まだ最終校正中のため未公開）

４． 課題及び課題解決へ向けての展望

現状では，他機関との同一環境下でのアク
セス数が確認できるメリットは認識されてい
るものの，ROAT 運用前に機関リポジトリ
を立ち上げた機関では自機関でのアクセス数
の経年変化が重要視されるなど，そのメリッ
トが各機関リポジトリ運用機関において残念
ながら必要なものと考えられていない。全機
関リポジトリが本質的にも比較可能なアクセ
ス数を算出するという環境の実現には，なん
らかのインセンティブまたは強制力が伴う必
要があると思われる。
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システム的な課題としては，アクセスログ
に示される本文ファイルの URL と JAIRO
にハーベストされたメタデータの本文フルテ
キスト URL が異なるシステム（国内で使わ
れているシステムとしては XooNips があげ
られる）については，ROAT では正確な利
用統計を得ることができなかった。また，同
一著作が異なるフォーマット（例えば html
版 と PDF 版）で 蓄 積 さ れ る 場 合 は，各
フォーマットへのアクセスが別々にカウント
されるため，コンテンツ単位でアクセス数を
算出するには合算する必要があった。さらに
は，あるコンテンツへのすべてのアクセス数
を算出しようとすると，電子ジャーナルや共
著者所属機関の機関リポジトリに登録された
同コンテンツへのアクセス数を合算するなど
のシステム横断的な集計といった課題も考え
られる。

これらの点については，ジャパンリンクセ
ンター（JaLC）の活動により機関リポジト
リのコンテンツに文献 ID が付与され，それ
らの ID の関連性をふまえたマッチングによ
り集計可能となることを期待したい。

５． 今後の計画

本プロジェクトの活動としては，ROAT
の提供を終了することから継続的な活動は予
定していないが，関連する国内外での取り組
みについて継続的に情報を収集し，DRF の
メーリングリストなどの場を利用して引き続
き情報発信をしていきたい。また，ガイドラ
インをふまえたアクセスログ処理環境につい
て検討する機関があれば，情報提供等で協力
したいと考えている。

なお，英国では２０１３年３月に，PIRUS２の後
継プロジェクトであるIRUS-UKがCOUNTER
準拠の文献レベルの利用統計を作成できるシ
ステムをオープンした。まだ一部のパイロッ
ト機関が検証する段階から，国内の機関リポ

ジトリに公開し意見を募る段階に入ろうとす
るところではあるが，その内容と運用方法に
ついても注目したい。
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